






●通期業績(前期比)
売上高：6期連続増収となり、過去最高でした



●通期業績(1月予想比)
売上高、営業利益ともに若干の上振れしました





●FY2019・全社通期の営業利益増減分析

>>利益要因は、5億円刻みの「約」表記をしております（脚注に記載のとおり）
>>FY2019は、FY2018比では、増収になったものの、変動費率上昇などに伴う採算性の悪化、
および、固定費負担の増加により減益となりました



●グループ連結売上の70%弱をSEが占めています
地域別ではアジア・オセアニア地域が一番多く、55%強を占めています

●SE事業の連結売上の海外比率：82.6％



















●総資産は、3,809億円、前期末（3,658億円）比で150億円増加（＋4.1％）しました

●資産の部
現金及び預金や売上債権、保有株式の時価下落に伴い投資有価証券（▲41億円）が
減少した一方で、売上債権、たな卸資産や有形固定資産（彦根・SEのS3、FTのCS- 2）が
増加しました

●負債および純資産の部
>>負債は、2,017億円、前期比67億円増加（＋3.5％）しました
仕入債務が減少した一方で、転換社債型新株予約権付社債の発行や、借入金の増加
などにより増加しました
>>純資産は、1,791億円、前期比82億円増加（＋4.8％）しました
保有株式の時価下落に伴うその他有価証券評価差額金の減少や配当金の支払いの一方、
親会社株主に帰属する当期純利益を計上しました

●上記の結果により、自己資本比率は47.0％となりました





●今後、当社を取り巻く事業環境は、半導体業界において、AIや5Gなどの新技術領域での
投資の増加が期待されるものの、次期（FY2020）につきましては、調整局面にある
メモリー向け投資の回復時期が不透明なことなどから、当期（FY2019）比では
売上、営業利益ともに減少すると予想しています
→各事業、成長投資をしつつ、コスト削減などを進めながら収益改善に注力していきます

●今回から、想定為替感応度を開示（従来は口頭開示のみ）しました

●次期（FY2020）末の配当予想につきまして、当期（FY2019）予定と同額、
1株当たり97円を予想しています



●FY2019・全社通期の営業利益増減分析

>>利益要因は、5億円刻みの「約」表記をしております（脚注に記載のとおり）
>>FY2019は、FY2018比では、増収になったものの、変動費率上昇などに伴う採算性の悪化、
および固定費負担の増加により減益となりました。
一方、次期（FY2020）比較では、売上が通期予想3,270億円と372億円の減収などにより
約140億円の利益押し下げが予想されますが、変動費率など採算性の改善により利益の
落ち込みを最小限に留める見込みです











●過去4年間、研究開発費や設備投資額を増やしながらも、ROEも10～15％以上を
維持してきました。
当期（FY2019）も成長投資をさらに上乗せし、その上で、ROEも前期並の
15％以上を維持する見込みでしたが、未達となりました(10.3％)

●次期（FY2020）は、
>>研究開発費：過去最大となる230億円を予定し、SEを中心に、将来に向けた
成長投資を継続してまいります
>>設備投資：FY2019はSEとFTの彦根に新工場建設等、積極的に収益性改善のための
投資を実行しました







詳細は、当社Webサイト上の「グループニュース」を参照願います

＊「グループニュース」： https://www.screen.co.jp/news/2019










